
-0.0005

-0.0004

-0.0003

-0.0002

-0.0001

0.0000

0.0001

0.0002

0.0003

0.0004

0.0005

Ve
lo

ci
ty

(m
/s

)

1e-13

1e-121e-12

1e-11

1e-10

1e-09

1e-08

1e-07

1e-06

0600 0630 0700 0730 0800 0830 0900 0930 1000 1030 1100 1130 1200

S
qu

ar
ed

Ve
lo

ci
ty

(m
2 /

s2 )

2006年3月21日

雌阿寒岳

北海道大学

○2006年3月21日の噴火微動（長時間記録）
　観測点P1における速度記録と2乗速度記録．2乗速度記録は地中を伝わってくる地震波のエネ
ルギーに比例する値である．微動にはいくつもの地震が重なっていることがわかる．地震波のエ
ネルギーは順調に小さくなっているが，正午現在では微動が発生する前のレベルまでは戻って
いない．


